大阪府立大学　２１年度計画の概要







教　育　・　研　究　の　さ　ら　な　る　充　実





大学の基本的な使命である教育の一層の充実を図り、


高度研究型大学に相応しい研究を推進する。





１．文部科学省教育補助金等を活用した教育の実質化


①教育ＧＰ取組事業：販売現場に密着した問題発掘型スタディーズ(H20～22)


②大学院ＧＰ取組事業：ヘテロ･リレーションによる理学系人材育成(H20～22)


③特色ＧＰ取組事業：大学初年次数学教育の再構築（H19～21）


④がんプロフェッショナル養成プラン：６大学連携オンコロジーチーム養成プラン（H19～23）





２．文部科学省科学技術振興調整費を活用した人材育成


　　　①若手研究者の自立的環境整備促進事業：


地域の大学からナノ科学･材料人材育成拠点(H20～24)


　　　②イノベーション創出若手研究人材養成事業：


地域･産業牽引型高度人材育成プログラム(H20～24)





３．国際的通用性を備えた教育の推進


　　　①英語による授業の実施（工学研究科開講科目の25％以上で実施）


　　　②海外語学研修の実施（英語･フランス語･韓国語に係る研修の充実）


　　　③国際交流プログラムの実施（看護学研究科によるエクスチェンジプログラム）


　　　④国際交流センター（仮称）の設置


　　　


４．２１世紀科学研究機構を中心とした戦略的研究の推進


①学際的･部局横断型研究の推進


②社会ニーズを反映したトップダウン型研究の推進


③科学技術振興調整費を活用した若手研究者の自立的研究環境整備





５．ファカルティ・ディベロップメント（FD）活動の推進


　　　①ＦＤワークショップ、新任教員ＦＤ研修の実施


　　　②文部科学省・戦略的大学連携支援事業(H20～22)によるＦＤ活動の推進





６．学生への支援の拡充


①就職支援の充実（未内定者への支援、戦略的大学連携支援事業による


大学連携キャリアセンターの活用）


②博士後期課程学生に対する経済的支援策の推進


③健康管理センター（仮称）の設置


　








資料４－２








社　会　貢　献　の　推　進





公立大学が果たすべき社会貢献について積極的に取り組む。





１．社会人に開かれた大学


　　　①サテライト教室（なんば・森之宮・中之島）の活用（社会のニーズに対応した講座の開設）


　　　②公開講座の充実（27講座→42講座）


　　　③社会人のリフレッシュ教育の充実（教員免許の免許状更新講習の実施）





２．産学官連携の拡充


　　　①学内提案公募型共同プロジェクトの実施


　　　②共同研究・受託研究の件数の増加（共同240件→270件、受託140件→150件）


　　　③特許出願件数・特許取得件数累計の増加


（出願95件→95件、取得累計30件→45件）





３．府政や地域の大学との連携の推進


　　　①２１世紀科学研究機構を活用した府民・府政へのシンクタンク機能の強化


　　　②堺市をはじめとした府内自治体や地域の大学との連携事業の実施


　　　③他の研究機関との連携体制の強化





４．大学の附属施設における活動の充実


　　　①心理臨床センターにおける活動の充実


　　　②獣医臨床センターのりんくうキャンパス移転・拡充


　　　③上方文化センター及び女性学研究センターにおける研究成果の還元











業　務　運　営　の　改　善 ・ 充　実





全学的な大学運営を実施し、業務運営・財務内容の改善を図る。





１．全学的な大学運営の推進


　　　①全学的な視点に立った経営戦略の推進と予算の重点配分の実施


　　　②教職員・学生･保護者･卒業生など大学関係者による組織の拡充


　　　③戦略的広報活動の推進及び危機管理体制の強化





２．財務内容の改善


　　　①「大阪府立大学基金」による寄附金収入の拡充


②外部資金の間接経費について、全学的観点からの効率的･効果的な活用


③競争的資金への積極的な申請と外部資金の獲得


④業務改善計画の推進と次世代情報システムへの反映





３．評価システムの確立


　　　①自己点検･評価の結果に基づく改善事項の着実な実施


　　　②大学評価・学位授与機構による認証評価








2１年度計画のポイント





◇　中期計画の着実な推進に向け、具体的な取り組みを進める。


◇　教育･研究を充実させるとともに、社会貢献に積極的に取り組む。


◇　自律的な収支構造への転換を目指した経営戦略を推進する。











